
入館者150,000人　埋蔵文化財調査センターの累計入館者が 15 万人を数えました。昨年に開
館 20 周年を迎えたわけですから，年平均で 7,500 人ほどが訪れている計算になります。20 年は，
ひたちなか市が誕生してからの時間に，15 万人は，ひたちなか市の人口にほぼ相当する数値です。
人は十進法を基礎として，その節目にさまざまな慶事を作り出します。｢入館者 15 万人｣ に遭遇す
ることになったのは，市内の小学校１年生，磯﨑航平さん。2014 年７月 21 日のことでした。

C
O
N
T
E
N
T
S

特集　ひたちなか市埋蔵文化財調査センターの20年

｢出会い，別れ，そして夢考古学の旅路｣　第13回　石岡市の遺跡の調査　（川崎純徳）

展示資料紹介　武田西塙遺跡の製塩土器　（佐々木義則）

深化する「壁画のワークショップ」　（堀江武史） 画像で報告する遠原貝塚J7号住居跡

横穴墓を歩く⑫　羽山横穴墓　（荒　淑人） １ケース・ミュージアム 33　磯崎東古墳群

１ケース・ミュージアム 32　遠原貝塚の貝塚・遺跡めぐり　埼玉県の貝塚散歩

ひたちなか市の古墳④　笠谷古墳群 歴史の小窓⑬　焼け残った木材 ほか
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おかげさまで

ひたちなか市埋蔵文化財調査センターは，

開館２０周年をむかえました！！

　ひたちなか市埋蔵文化財調査センターは，1993( 平成５) 年 12 月３日に開館してから，

2013( 平成 25) 年 12 月で開館 20 周年を迎えました。また，2014(平成26) 年７月には，入館

者数が 15 万人を超えました。ここでは，当センター開館から現在までに市内で実施された発掘調査

を振り返りながら，当センターの歩みを見ていくことにします。

1993( 平成 5) 年度 1994( 平成 6) 年度 1995( 平成 7) 年度

1996( 平成 8) 年度 1997( 平成 9) 年度 1998( 平成 10) 年度

・12 月３日開館

・殿塚１号墳や市毛下坪遺跡，

　三反田下高井遺跡など市内

　10 遺跡で発掘調査

・武田西塙遺跡から古墳時代

　後期のワラジ状炭化物が出土

・ひたちなか市が誕生

・虎塚古墳石室レプリカ完成

・10 月に入館者数１万人

・市内９遺跡で発掘調査

・三反田上河原遺跡から丸木

　舟　が出土

・日本考古学協会ひたちなか

　大会が開催される

・磯崎東古墳群や金上相対遺

　跡など市内７遺跡で発掘調査

・三反田下高井遺跡では，住居

　跡 82 基　を検出

・乳飲み児を抱く埴輪が茨城

　県指定文化財に認定される

・堀口遺跡や岡田遺跡など市

　内９遺跡で発掘調査

・1986 年度から続けられた武

　田遺跡群　の発掘調査が終了

・津田若宮遺跡や勝倉古墳群，

　遠原遺跡，北谷遺跡など市

　内９遺跡で発掘調査

・船窪遺跡群　の発掘調査を開

　始

・沢田遺跡や孫目古墳群，飯

　塚前古墳，ぼんぼり山古墳

　など市内 14 遺跡で発掘調  

　査

・狢谷津遺跡の埋没谷から弥

　生時代の板材　が出土

特集　ひたちなか市埋蔵文化財調査センターの２０年
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1999( 平成 11) 年度 2000( 平成 12) 年度 2001( 平成 13) 年度

2002( 平成 14) 年度 2003( 平成 15) 年度 2004( 平成 16) 年度

2005( 平成 17) 年度 2006( 平成 18) 年度 2007( 平成 19) 年度

・７月に入館者数５万人

・虎塚３号墳や尼ヶ祢遺跡など

　市内 11 遺跡で発掘調査

・三反田蜆塚貝塚の発掘調査

　で縄文時代後期の土偶　な

　どが出土

・後野遺跡出土の石器が茨城

　県指定文化財に認定される

・向野遺跡群の発掘調査が再

　スタート

・半分山遺跡から線刻のある

　子持勾玉　が出土

・1997 年度から続けられた船

　窪遺跡群の発掘調査が終了

・津田若宮遺跡や君ヶ台遺跡，

　など市内９遺跡で発掘調査

・東中根清水遺跡で古代の版

　築遺構　を確認

・開館 10 周年記念企画展「ひ

　たちなか市の旧石器」を開催

・歴史民俗資料室が完成

・市内 10 遺跡で発掘調査

・東石川十文字遺跡から縄文時

　代早期の土器　が出土

・虎塚古墳発掘 30 周年記念行

　事を開催

・標本陳列室でマリンバによ

　るコンサートを実施

・君ヶ台貝塚で傾斜地に堆積し

　た貝層　を確認

・井上廣明コレクション 791

　点が寄贈される

・2000 年度から続けられた向

　野遺跡群の発掘調査が終了

・磯崎東古墳群や武田西塙遺

　跡　など市内７遺跡で発掘調査

・道理山遺跡や大平 C 遺跡，　

　三反田新堀遺跡など市内 6

　遺跡で発掘調査

・鷹ノ巣遺跡　の発掘調査で

　弥生時代のガラス小玉や奈

　良時代の文字瓦が出土

・11 月に入館者数 10 万人

・考古学体験講座「ふるさと考

　古学」   スタート

・市毛上坪遺跡や金上塙遺跡，　

　岡田遺跡など市内 14 遺跡で

　発掘調査

・井上廣明コレクション埴輪

　展を開催

・岡田遺跡や富士ノ上Ⅱ遺跡

　など市内 12 遺跡で発掘調査

・虎塚２号墳　と十五郎穴横穴

　墓群の測量・分布調査を開始
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2008( 平成 20) 年度 2009( 平成 21) 年度 2010( 平成 22) 年度

2011( 平成 23) 年度 2012( 平成 24) 年度 2013( 平成 25) 年度

・『埋文だより』新装

・公開講座「ひたちなか市の

　考古学」がスタート

・三反田新堀遺跡　や平磯宮

　上遺跡，入道古墳群など市

　内 11 遺跡で発掘調査

・標本陳列室でオカリナによ

　るコンサートを実施

・東中根遺跡群出土の弥生土

　器　が茨城県指定文化財に

　認定される

・市内 12 遺跡で発掘調査

・３月 11 日に東日本大震災で

　被災し，その後一時臨時休館

・三反田蜆塚遺跡や高野冨士

　山遺跡，本郷東遺跡　など

　市内 11 遺跡で発掘調査

・４月１日より再開館

・市内 10 遺跡で発掘調査

・十五郎穴横穴墓群で未開口

　の館出 35 号墓の発掘調査

　を実施。人骨や大刀，刀子，

　須恵器　などが出土

・大房地遺跡や市毛上坪遺跡，

　三反田蜆塚遺跡など市内 17

　遺跡で発掘調査

・鷹ノ巣遺跡の発掘調査で，古

　墳時代後期の一辺８ｍの大

　型住居跡　を確認

・開館 20 周年記念行事として

　馬渡埴輪製作遺跡から出土

　した埴輪の展示や講演会を

　実施

・雷遺跡や西中島遺跡など市

　内７遺跡で発掘調査

歴
史
の
小
窓　

そ
の
一
三

　

平
安
時
代
前

半
の
武
田
西
塙

遺
跡
三
一
〇
号

住
居
跡
は
火
事

に
あ
っ
て
い
て
、

炭
に
な
っ
た
木
材
が
多
量
に
出
土
し
ま
し
た
。
調
べ
た
と
こ

ろ
、
そ
の
多
く
は
ク
リ
で
し
た
。

　

平
安
時
代
前
半
は
温
暖
期
で
あ
っ
た
た
め
、
関
東
の
住
居

構
築
材
に
は
常
緑
広
葉
樹
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
お
そ
ら
く

武
田
遺
跡
群
も
周
辺
に
鬱
蒼
と
し
た
常
緑
広
葉
樹
林
が
広

が
っ
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
ク
リ
は
暗
い
林
で
は
育
つ
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
八
世
紀
以
後
に
大
集
落
が
増
加
す
る

と
、
そ
の
ま
わ
り
の
空
き
地
で
ク
リ
が
育
つ
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
ク
リ
は
実
が
食
糧
に
な
る
の
で
、
き
っ

と
集
落
近
く
の
ク
リ
は
大
切
に
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま

た
ク
リ
は
水
に
強
く
建
築
材
に
適
し
て
い
た
う
え
、
割
り
や

す
い
性
質
を
持
つ
た
め
、
の
こ
ぎ
り
が
希
少
な
古
代
で
は
利

用
し
や
す
い
木
材
で
し
た
。
ク
リ
は
若
木
で
も
よ
く
実
を
つ

け
る
の
で
、
集
落
近
く
の
大
き
な
木
は
優
良
材
と
し
て
、
住

居
に
使
わ
れ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。　
　
（
佐
々
木
義
則
）

　

参
考
文
献　

鈴
木
三
男
二
〇
〇
二
『
日
本
人
と
木
の
文
化
』、
高
橋
敦
ほ
か

一
九
九
四
「
樹
種
同
定
か
ら
み
た
住
居
構
築
材
の
用
材
選
定
」『
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｙ
Ｎ

Ｏ
』、北
川
浩
之
一
九
九
五
「
屋
久
杉
に
刻
ま
れ
た
歴
史
時
代
の
気
候
変
動
」『
講

座
文
明
と
環
境
六　

歴
史
と
気
候
』

焼
け
残
っ
た
木
材武田西塙遺跡 310 号住居跡出土

炭化材断面（クリ）の顕微鏡写真
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　ワンケース・ミュージアム 32・遺跡めぐり

水子貝塚公園で復元住居を見学する

　

五
月
一
六
日
、
二
〇
一
四
年
度
の
遺
跡
め
ぐ
り

を
実
施
し
ま
し
た
。
貝
塚
散
歩
シ
リ
ー
ズ
の
第
三

弾
と
し
て
、現
在
で
は｢

海
な
し
県｣

の
埼
玉
県
に
、

縄
文
時
代
前
期
の
貝
塚
を
訪
ね
る
企
画
で
す
。
埼

玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
で
は
富
士
見
市
南み
な
み

通ど
お
り

遺
跡
の
貝
層
剥
ぎ
取
り
断
面
を
、
富
士
見
市
水み
ず

子こ

貝
塚
資
料
館
で
は
地
点
貝
塚
の
ジ
オ
ラ
マ
、
隣

接
す
る
水
子
貝
塚
公
園
で
は
復
元
さ
れ
た
住
居
が

並
ぶ
景
観
を
視
察
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
遠
原
貝

塚
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
の
に
役
立
つ
展
示
で
し
た
。

遺
跡
め
ぐ
り　

埼
玉
県
の
貝
塚
散
歩

遠
 原

 貝
 塚 の

 貝
 
塚

(公財)ひたちなか市生活・文化・スポーツ公社

１CaseMuseum Vol.32

ひたちなか市埋蔵文化財調査センター

〒312-0011 ひたちなか市中根 3499　℡029-276-8311

9:00 ～ 17:00 ( 入館は 16:30 まで )

入館無料
月曜休館（祝日の場合は翌日）平成 26 年 5 月 17 日 ７月６日 (日)(土)

とおばら かいづか の かいづか

遠と
お
ば
ら原
貝
塚
は
、
ひ
た
ち
な
か
海
浜
鉄
道
湊
線
の
金
上

駅
か
ら
南
西
に
徒
歩
約
五
分
ほ
ど
、
那
珂
川
の
支
流
・

中
丸
川
を
望
む
台
地
上
に
あ
り
ま
す
。
現
在
ま
で
に
行

わ
れ
た
六
回
の
発
掘
調
査
で
、縄
文
時
代
に
関
し
て
は
、

七
軒
の
住
居
跡
と
、
一
三
ヶ
所
の
地
点
貝
塚
を
検
出
し

ま
し
た
。
出
土
し
た
土
器
か
ら
、
遠
原
貝
塚
が
約
六
千

年
前
の
縄
文
時
代
前
期
に
形
成
さ
れ
た
遺
跡
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
当
時
は
、「
縄
文
海
進
」と
よ
ば

れ
る
現
象
に
よ
り
、
海
岸
線
は
現
在
よ
り
も
内
陸
に
あ

り
、東
京
湾
周
辺
な
ど
研
究
の
進
ん
で
い
る
地
域
で
は
、

奥
東
京
湾
と
い
う
呼
び
方
で
海
岸
線
が
推
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
ひ
た
ち
な
か
市
域
で
は
確
実
な
海
岸
線
は
わ
か

っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
現
在
は
海
か
ら
直
線
距
離
で
7
㎞  

も
離
れ
て
い
る
遠
原
貝
塚
も
、
海
を
臨
む
位
置
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

遠
原
貝
塚
に
形
成
さ
れ
て
い
る
「
地
点
貝
塚
」
と
は
、

縄
文
時
代
中
・
後
期
に
形
成
さ
れ
た
「
環
状
貝
塚
」「
馬

蹄
形
貝
塚
」
の
よ
う
な
、
大
規
模
な
貝
塚
で
は
な
く
、

集
落
内
の
廃
絶
さ
れ
た
住
居
跡
や
土
抗
に
堆
積
す
る
小

規
模
な
貝
塚
で
す
。貝
塚
が
小
規
模
な
理
由
と
し
て
は
、

「
貝
塚
が
形
成
さ
れ
る
期
間
が
短
い
」「
貝
塚
を
形
成
す

る
人
数
が
少
な
い
」な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

一
九
九
五
年
の
第
五
次
調
査
で
検
出
し
た
J7
号
住
居

跡
内
に
形
成
さ
れ
た
地
点
貝
塚
で
検
出
し
た
ヤ
マ
ト
シ

ジ
ミ
の
貝
殻
は
約

300
㎏
で
す
。
あ
る
シ
ジ
ミ
の
カ
ッ
プ

み
そ
汁
は
一
食
に
約
20
ｇ
の
貝
殻
が
残
り
ま
す
の
で
、

一
五
〇
〇
〇
食
分
に
相
当
し
ま
す
。
一
年
で
消
費
し
た

と
考
え
る
と
一
日
あ
た
り
約
四
〇
杯
。
五
人
で
食
べ
た

と
考
え
て
一
人
当
た
り
八
杯
分
。
一
見
、「
こ
れ
だ
け

の
量
を
ど
う
や
っ
て
食
べ
た
の
か
」
と
思
う
貝
塚
の
貝

殻
で
す
が
、
こ
う
し
て
計
算
し
て
み
る
と
、
そ
ん
な
に

た
く
さ
ん
の
量
に
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
三
の
地
点
貝
塚
は
、
い
ず
れ
も
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
を

主
体
と
し
た
貝
塚
で
し
た
。
J7
号
住
居
跡
の
貝
塚
を
詳

細
に
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
97
％
が
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
と
い

う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
次
に
多
い
の
が
2.5
％
を
占

め
る
マ
ガ
キ
。
残
り
の
0.5
％
に
ハ
マ
グ
リ
・
ア
サ
リ
・

イ
ガ
イ
・
イ
シ
マ
キ
ガ
イ
・
ウ
ネ
ナ
シ
ト
マ
ヤ
ガ
イ
・

ア
ワ
ビ
・
シ
オ
フ
キ
な
ど
が
入
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
貝
は
、
す
べ
て
が
意
図
的
に
持
ち
込
ま
れ
た
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
ウ
ネ
ナ
シ
ト
マ
ヤ
ガ
イ
は
カ

キ
殻
な
ど
に
足そ

く

糸し

を
絡
ま
せ
て
付
着
し
ま
す
。
検
出
さ

れ
て
い
る
も
の
は
3
㎜
前
後
と
小
さ
く
、
わ
ざ
わ
ざ
と

っ
て
き
た
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
生
態
か
ら
考
え
て

も
、マ
ガ
キ
に
つ
い
て
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
菊
池
順
子
）
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像で 告する

0 2m

（縮尺 1/160）

0 2m

（縮尺 1/160）

A
B

A
B

C D

C D

SK1 S
K
1

H10

SD4

SD4

H10SD4

K

L=13.1m

L
=
1
3
.
1
m

SD4

表土

表
土

* 灰色部分は撹乱東方向から調査区全体を撮影

SK1

SD4

SD4

SD4

J7

H10

　　H11
（未調査）

＊ 赤色部分は貝層

貝層を残して住居跡を掘る

P1

P2

遠原貝塚の第５次調査は1994年度に実施されました。個人住宅建設に伴う緊急の調査で1995年の２月に発掘され，翌

３月に報告書の刊行という期限があったため，出土遺物などを整理することがほとんどできないまま，簡単な事業報告

が発行されています。｢遠原貝塚の貝塚｣の展示開催にあたり，J7号住居跡に形成された貝塚の概要を把握するため，

遺物の整理を行いました。これもまた正式な報告書ではありませんが，展示図録の体裁で，調査成果の一部を公開し

ておきたいと思います。

住居跡について　J7号住居跡は長軸5.80m，短軸3.83ｍで，上から見るとやや歪んだ長方形をしています。床面の中

央付近で対になる２基のピット(P1,P2)が主柱穴と見られます。炉址は検出されませんでした。時期は，縄文時代の前期

です。撹乱のほか，溝(SD4)，土坑(SK1)，古墳時代前期の住居跡(H10)によって一部を破壊されていました。

貝塚について　貝塚は住居跡のほぼ中央に形成されていま

す。住居が廃絶され埋没が始まってから，その窪地に貝殻等

が廃棄されました。貝層は，最も厚い部分で25㎝ほどの堆積

です。ヤマトシジミを主体としますが，ハマグリが多い部分もあ

り，土の色や粉状に混じる貝殻などにより，貝層を細かく分け

ることもできます。土器の多くは，貝層の下から出土しました。

＊『平成６年度市内遺跡発掘調査報告書』ひたちなか市教育委員会（この報告書では J7 号が第１号，H10 号が第２号という住居跡番号で報告されて

います。） 6



ヤマトシジミ 写真原寸

（右端の黒色は，コンビニみそ汁に入る
　　　　　　　　　　　　現生のシジミ）

5mm 2cm
（1） （2・3）00 2

1

3

1 2
原寸（1・2） 3

　　　　 （3）0 5cm

コイ

ギバチ クロダイ

スズキ

ニシン科

淡水 カワニナ
イシマキガイ
ヤマトシジミ
マガキ
ウネナシトマヤガイ
カワアイ
ツメタガイ
レイシガイ
アカニシ
ハイガイ
シオフキ
ムラサキガイ
ワスレイソシジミ
マテガイ
アサリ
オキシジミ
ハマグリ
オオノガイ
クロアワビ
サザエ
イガイ
コタマガイ
チョウセンハマグリ

外海

汽水

汽水～内湾

内湾

*陸産貝類を除く

貝殻重量による貝種組成

ヤマトシジミ
　　97.0g

マガキ
 2.5g

ハマグリ
　0.4g

その他
 0.1g

（総重量313,980g）

シカ

歯

咽頭歯

胸ヒレ

耳石

歯骨

前上顎骨

椎骨

写真原寸

貝塚の貝類について　貝層は全て採取して，５㎜･３㎜･１㎜という３通りの篩を使用して水

洗しました。５㎜篩上に残留した貝殻を分類したところ，全重量の97.0％をヤマトシジミが

占めています。これに次ぐのがマガキの2.5％，ハマグリの0.4％で，残り0.1％に20種類の

貝が見られました。合計23種の貝類を生息域別に一覧表で示しておきましょう。汽水域のヤマトシジミは，殻高20㎜

前後のものが最も多く，この大きさは現在のコンビニで販売されているインスタントみそ汁と変わりませんが，殻高34

㎜にも及ぶ大きなものが含まれることが異なります。外洋の貝類は少量ながら，肉量の大きなものに限定して持ち込

まれていることに特徴が指摘できそうです。

獣骨・魚骨について　未萌出と，萌出して間もないと推定されるシカの歯が検出されていました。いずれも若齢の個

体ということになります。両生類の椎骨があり，これはカエルでしょうか。魚骨では，コイ，ギバチ，スズキ，クロダイ，ニ

シン科の，それぞれ部分骨が同定されました。コイ，ギバチは川などの淡水域で，スズキ，クロダイ，ニシン科は，海

水域でも内湾で捕獲されたことが考えられます。スズキは耳石が７点あり，そのうち左が３点，右が４点なので，少なく

とも４尾分のものと考えられます。発掘時に記録された獣・魚骨は僅かでしたが，５㎜篩上の全てと，３㎜篩上の一部

を選別することで，いくつもの知見が追加されました。

石器・貝器について　狩りに使用された石鏃(1･2)は５点が出土しま

した。無茎凹基と呼ばれる形態が典型です。石材にはメノウ(1)，オパ

ール(2)，チャートなどが利用されています。貝層中からはメノウの剥

片，砕片も多数が検出されました。他に，ホルンフェルスを石材とした

礫器が，地表面から採取されています。魚の鱗剥ぎに使用された貝

刃(3)は，破片も含めて39点が出土しました。ハマグリ，チョウセンハマ

グリの大きな貝殻の腹縁に，細かな剥離を加えて刃が付けられていま

す。

貝製品・土製品について　貝製品の

小玉(1)は巻貝の殻頂部を加工したもの

で，直径は3.3㎜，厚さは1.5㎜と，かな

り小さなものです。貝輪(2)はサトウガイ

類の右殻を素材としています。土製品

(3)は玦状耳飾りの破片でしょう。土器と

は異なり，植物繊維を含まない胎土で

製作されています。

＊貝については黒住耐二氏，獣魚骨については小宮　孟氏，石器石材については柴田　徹氏，貝製品については忍澤成視氏，土製品については相原淳

一氏と鴇崎哲也氏にご教示をいただきました。感謝を申し上げます。

ふるい

うろこ

けつ
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1

2

3

4

5

7

▲ 亀裂の両側に孔を開けて
紐で縛った補修の痕跡　　　　　　　

継ぎ足すように土
器を製作した痕跡

▲

（縮尺1/4）

5cm0

土器について　煮炊きに使用された深鉢形がほとんどで，大型(4)・中型(3･5･6)・小型(1･2･7)の３つの大きさが見ら

れます。口縁部に縦の短い沈線が巡り，単節縄文(1･5･6)とループ文(1･3･5･6)を多用することが特徴です。縄文は

他に異条縄文(3･4)，異節縄文(7)，組紐文(2･4)などもあります。鋸歯状文(1)やコンパス文(2)など，沈線による文様は

多くありません。縄文時代前期｢関山Ⅱ式｣と同時期の土器群で，茨城県北部を中心とした地域的な特徴から｢森東１

式｣と呼んで区別していますが，異論もあるようです。土器の胎土には植物繊維が多量に含まれています。

（鈴木素行）

6

149,999 人目の入館者
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福島県南相馬市

羽山横穴

 荒　淑人

（南相馬市教育委員会）

　

国
史
跡
羽
山
横
穴
は
、
JR
常
磐
線
原
ノ
町
駅
か
ら
南
西

方
向
に
約
四
km
の
、
標
高
五
○
ｍ
の
丘
陵
斜
面
に
あ
る
。

羽
山
横
穴
の
位
置
す
る
太
田
川
中
流
域
に
は
、
上
太
田
前

田
古
墳
や
与
太
郎
内
古
墳
群
、
そ
し
て
羽
山
横
穴
墓
群
を

初
め
と
す
る
多
く
の
横
穴
墓
群
が
展
開
し
て
お
り
、
市
内

で
も
有
数
の
古
墳
密
集
地
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　

羽
山
横
穴
は
、
昭
和
四
八
年
、
住
宅
団
地
造
成
中
に
発

見
さ
れ
、
同
年
一
一
月
か
ら
原
町
市
教
育
委
員
会
に
よ
る

緊
急
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
調
査
後
に
は
東
京
文
化
財
研

究
所
の
指
導
に
よ
る
保
存
施
設
が
建
設
さ
れ
、
翌
昭
和

四
九
年
に
は
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

羽
山
横
穴
は
丘
陵
に
展
開
す
る
約
二
○
基
を
数
え
る
横

穴
墓
の
う
ち
の
一
つ
で
、
正
式
に
は
羽
山
横
穴
墓
群
一
号

墓
と
な
る
。
横
穴
墓
の
主
軸
は
、
ほ
ぼ
真
東
に
玄
門
を
向

け
て
造
営
さ
れ
て
い
る
。
横
穴
墓
全
体
は
玄
室
・
玄
門
・

羨せ
ん
ど
う道

部
・
前ぜ
ん
て
い庭

部
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
全
長
は
八
・
三
二

ｍ
を
計
測
す
る
。
玄
室
の
平
面
形
は
ほ
ぼ
正
方
形
に
近
い

プ
ラ
ン
を
持
ち
、
奥
壁
幅
二
・
七
九
ｍ
、
右
壁
二
・
八
五
ｍ
、

左
壁
二
・
九
五
ｍ
を
計
測
す
る
。
直
立
す
る
壁
面
の
中
位
に

は
軒
を
表
現
し
た
と
み
ら
れ
る
わ
ず
か
な
段
が
あ
り
、
そ

の
上
の
天
井
部
は
や
や
四
辺
が
稜
と
な
る
ド
ー
ム
型
と

な
っ
て
い
る
。
床
面
か
ら
天
井
部
最
上
部
ま
で
の
高
さ
は

一
・
八
ｍ
を
計
測
し
、
大
人
が
直
立
で
き
る
ほ
ど
の
高
さ
が

あ
る
。
玄
室
床
面
の
中
央
部
分
は
長
さ
約
一
ｍ
、
幅
約
○
・

七
五
ｍ
の
範
囲
が
深
さ
約
五
㎝
程
度
掘
り
く
ぼ
め
ら
れ
て

お
り
、
奥
壁
に
向
か
っ
て
左
側
に
は
礫れ

き

を
敷
き
詰
め
た
礫

床
が
あ
る
。
そ
の
上
面
か
ら
金こ
ん
ど
う
そ
う
た
ち

銅
装
大
刀
一
振
、
鉄
製
大

刀
一
振
、
銅
ど
う
く
し
ろ釧
一
点
、
鉄
製
轡
く
つ
わ

一
式
、
ガ
ラ
ス
製
小
玉
、

鉄
釘
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。
鉄
釘
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

お
そ
ら
く
棺
は
こ
の
礫
床
の
上
に
木
棺
を
安
置
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

　

玄
室
内
に
描
か
れ
た
壁
画
は
、
奥
壁
、
側
壁
、
天
井
に

あ
る
。
描
か
れ
た
壁
画
の
う
ち
側
壁
に
は
床
面
近
く
に
上

下
二
段
の
珠
文
が
、
天
井
部
は
一
面
に
広
が
る
珠
文
と
棟

を
表
現
し
た
四
本
の
直
線
が
あ
る
。
奥
壁
下
半
に
は
人
物
、

馬
、
鹿
、
渦
巻
文
、
蛇
行
線
、
帯
状
、
方
形
図
柄
で
構
成

さ
れ
る
壁
画
が
あ
る
。
壁
画
の
う
ち
最
も
目
を
引
く
渦
巻

文
は
奥
壁
右
側
に
あ
り
、
右
巻
き
五
重
の
渦
巻
文
二
つ
が

配
置
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
五
本
の
横
線
で
つ
な
が
れ
て
い

る
。
渦
巻
文
の
左
に
は
方
形
図
柄
が
あ
り
、
そ
の
左
側
に

は
上
位
か
ら
白
鹿
一
頭
、
腰
に
刀
を
帯
び
た
人
物
一
人
、

手
足
を
広
げ
た
三
角
形
頭
の
人
物
一
人
が
上
下
に
並
ぶ
。

更
に
左
側
に
は
馬
の
頭
部
と
人
物
が
左
右
に
並
び
、
そ
の

左
側
に
は
全
身
が
描
か
れ
た
馬
一
頭
、
人
物
一
人
が
あ
る
。

こ
の
人
物
の
左
側
に
は
左
右
に
大
き
く
蛇
行
す
る
線
が
下

垂
し
、
下
段
に
描
か
れ
た
直
線
に
接
し
て
い
る
。
蛇
行
線

の
左
側
に
は
不
明
瞭
だ
が
動
物
と
み
ら
れ
る
図
柄
が
あ
り

壁
画
は
完
了
す
る
。
特
に
白
鹿
は
他
の
装
飾
横
穴
墓
で
は

見
ら
れ
な
い
図
柄
で
あ
る
と
と
も
に
、
奥
壁
中
央
に
描
か

れ
て
い
る
こ
と
や
神
聖
視
さ
れ
る
動
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
羽
山
横
穴
の
壁
画
の
な
か
で
も
特
に
重
要
な
意
味
合

い
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

羽
山
横
穴
の
造
営
年
代
は
、
大
刀
・
銅
釧
な
ど
が
概
ね

六
世
紀
後
半
頃
、
鉄
製
轡
が
七
世
紀
初
頭
位
置
づ
け
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
横
穴
自
体
は
六
世
紀
末
に
造
営
さ
れ
、
七
世

紀
初
頭
に
馬
具
な
ど
が
追
葬
さ
れ
た
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。

　

被
葬
者
の
姿
は
い
ま
だ
に
不
明
で
あ
る
が
、
上
太
田
前

田
古
墳
や
与
太
郎
内
古
墳
の
被
葬
者
か
ら
続
く
伝
統
的
氏

族
の
ひ
と
り
で
、
古
墳
時
代
終
末
頃
に
太
田
川
流
域
を
支

配
し
た
武
人
的
な
性
格
を
も
っ
た
有
力
豪
族
で
あ
っ
た
も

の
と
見
ら
れ
る
。

羽山横穴奥壁図文

羽山横穴奥壁　

は や ま
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くりぬき
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くりぬき
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川崎 純徳

出会い、別れ、そして夢考古学の旅路

第13回　石岡市の遺跡の調査

　

東
大
橋
原
遺
跡
の
調
査　

一
九
七
七
（
昭
和
五
二
） 

年

春
、
茨
城
県
教
育
庁
社
会
教
育
課
に
所
用
が
あ
っ
て
出

か
け
た
。
そ
こ
で
偶
然
に
吉
川
安
延
氏
に
出
会
っ
た
。
筆

者
が
石
岡
一
高
に
勤
務
し
て
い
た
時
の
教
え
子
で
あ
っ

た
。
そ
こ
で
吉
川
氏
が
石
岡
市
教
育
委
員
会
で
文
化
財

保
護
を
担
当
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
の
場
で
夏
の

発
掘
調
査
の
依
頼
を
受
け
た
。
そ
れ
が
東ひ
が
し
お
お
は
し
は
ら

大
橋
原
遺
跡

で
あ
っ
た
。
そ
の
年
、
石
岡
市
の
府
中
小
学
校
に
海
老

沢
稔
氏
が
赴
任
し
て
い
た
の
で
調
査
員
を
お
願
い
す
る
こ

と
と
し
て
調
査
を
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
現
地
を

訪
れ
る
と
畑
一
面
に
夥
し
い
縄
文
中
期
の
土
器
片
が
認
め

ら
れ
た
。
現
地
の
状
況
か
ら
フ
ラ
ス
コ
状
土
坑
群
で
あ
ろ

う
と
推
測
で
き
た
。
調
査
は
一
九
七
七
～
一
九
七
九
年
に

か
け
て
行
っ
た
が
、
予
期
し
た
通
り
に
フ
ラ
ス
コ
状
土
坑

群
と
竪
穴
住
居
跡
が
現
れ
た
。
そ
の
中
で
全
面
が
焼
け
、

さ
ら
に
周
り
も
強
い
火
熱
を
受
け
て
硬
化
し
た
面
を
持

つ
住
居
跡
が
認
め
ら
れ
た
。
火
災
住
居
で
あ
ろ
う
と
考

え
て
い
た
が
遺
構
内
か
ら
焼
け
た
木
炭
層
が
確
認
さ
れ

た
。
熟
慮
の
結
果
、
住
居
跡
転
用
の
土
器
焼
成
遺
構
と

結
論
付
け
、
そ
の
年
の
日
本
考
古
学
協
会
の
三
重
大
会

で
概
要
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　

国
分
僧
寺
跡
を
掘
る　

石
岡
市
で
筆
者
の
担
当
し
た

調
査
は
東
大
橋
原
遺
跡
を
は
じ
め
と
し
て
常ひ
た
ち
こ
く
ぶ
ん

陸
国
分
僧そ
う

寺じ

跡
、
大お
お
さ
く
だ
い

作
台
遺
跡
、
鹿か

の
子こ

遺
跡
な
ど
へ
と
続
い
て
い

く
。
一
九
八
三（
昭
和
五
八
）
年
に
実
施
し
た
常
陸
国
分

僧
寺
の
調
査
で
は
、
そ
れ
ま
で
金こ
ん
ど
う堂
跡
と
し
て
疑
問
の
余

地
の
な
か
っ
た
礎そ

石せ
き

列
の
下
に
版は
ん
ち
く築
遺
構
が
な
く
近
代

の
遺
物
が
出
土
し
た
。
調
査
の
結
果
、
金
堂
基
壇
は
現

在
の
薬
師
堂
建
物
の
下
に
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
薬
師

堂
を
移
築
す
る
際
に
金
堂
の
礎
石
を
移
動
し
て
庭
園
が

作
ら
れ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
調
査
に
よ
っ
て
国
分
寺
の

範
囲
は
東
西
約

298
ｍ
、
南
北

220
ｍ
の
規
模
で
あ
る
こ
と
が

推
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
各
所
に
第
二
次

世
界
大
戦
に
よ
る
防
空
壕
跡
な
ど
が
あ
る
、
戦
時
中
に

大
き
な
損
壊
を
受
け
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

　

大
作
台
遺
跡
の
調
査　

大
作
台
遺
跡
は
東
大
橋
原
遺

跡
と
同
じ
時
期
の
遺
跡
で
あ
り
縄
文
中
期
の
阿あ

玉た
ま

台だ
い

式

の
フ
ラ
ス
コ
状
ピ
ッ
ト
群
、
二
段
掘
り
込
み
の
竪
穴
遺
構

等
が
検
出
さ
れ
た
。
ピ
ッ
ト
群
や
二
段
掘
り
込
み
遺
構

の
性
格
等
に
つ
い
て
筆
者
な
り
の
見
解
を
示
し
た
が
未
解

決
で
あ
る
。
フ
ラ
ス
コ
状
ピ
ッ
ト
群
に
つ
い
て
は
な
か
ば

定
説
化
し
て
い
る
食
料
貯
蔵
穴
説
に
対
し
て
粘
土
採
掘

坑
説
を
主
張
し
て
い
る
。

　

鹿
の
子
遺
跡
の
保
存
運
動
と
調
査　

鹿
の
子
遺
跡
は

常
磐
道
敷
設
に
と
も
な
う
事
前
調
査
と
し
て
茨
城
県
教

育
財
団
が
調
査
を
担
当
し
て
い
た
。
茨
城
県
史
編
纂
の

た
め
に
現
地
視
察
を
行
い
鍛か

じ冶
遺
構
や
特
殊
な
連れ
ん
ぼ
う房
式

竪
穴
遺
構
、
漆
う
る
し
が
み紙

文も
ん
じ
ょ書

等
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
が
判

明
し
た
。
当
時
の
財
団
の
調
査
は
非
公
開
で
あ
り
、
関
係

者
以
外
は
立
入
禁
止
で
あ
っ
た
。
か
く
し
て
同
志
た
ち
と

と
も
に
保
存
運
動
を
行
い
、
道
路
公
団
な
ど
と
の
交
渉

を
行
っ
た
。
財
団
の
調
査
終
了
後
に
高
速
道
路
周
辺
に
つ

い
て
石
岡
市
教
育
委
員
会
が
独
自
の
調
査
を
行
う
こ
と

と
な
り
黒
沢
彰
哉
氏
、
海
老
沢
氏
等
と
担
当
し
た
。
目

的
は
遺
跡
の
範
囲
確
認
で
あ
っ
た
が
広
大
で
あ
り
完
全

に
把
握
で
き
な
い
ま
ま
に
調
査
は
終
了
し
て
し
ま
っ
た
。

プロフィール

1938（昭和13）年茨城県水戸市生まれ。明治大学文学部史学地理学科卒。

1962（昭和 37）年より1998（平成10）年まで茨城県内公立高校勤務。2010

（平成 22）年瑞宝双光章を叙勲。現在，ひたちなか市文化財保護審議会会長・

ひたちなか市史跡保存対策委員・茨城県考古学協会顧問等。主な著書『原

始古代の茨城』『茨城県の装飾古墳』等
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「
ひ
た
ち
な
か
市
の
古
墳
を
探
る
」
第
二
回
目
は
、

市
内
磯
崎
地
区
に
所
在
す
る
磯
崎
東
古
墳
群
を
紹
介
し

ま
し
た
。

　

古
墳
群
の
概
要　

当
古
墳
群
は
、
磯
崎
地
内
の
酒さ
か
つ
ら列

磯い
そ
ざ
き前

神
社
境
内
か
ら
磯
崎
小
学
校
周
辺
に
位
置
し
て
い

ま
す
。
古
墳
の
数
は
、
一
九
五
○
年
の
調
査
で
は
五
四

基
が
確
認
さ
て
い
ま
す
が
、
墳
丘
を
持
た
な
い
も
の
も

あ
り
、
さ
ら
に
多
く
の
古
墳
の
存
在
が
推
定
さ
れ
ま

す
。
現
在
は
、
数
基
の
古
墳
が
神
社
の
境
内
や
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
白
亜
紀
の
敷
地
内
に
点
在
し
て
い
ま
す
。
古

墳
は
直
径
一
○
ｍ
か
ら
二
○
ｍ
の
円
墳
が
主
体
で
、
第

三
三
号
墳
の
み
全
長
四
○
ｍ
の
帆
立
貝
形
古
墳
で
す
。

　

発
掘
調
査
は
、
ホ
テ
ル
や
小
学
校
建
設
に
伴
い
、

一
九
六
七
年
か
ら
二
○
一
二
年
ま
で
に
一
○
回
ほ
ど
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
調
査
で
は
、
箱
式
石
棺

や
竪
穴
式
石
室
、
横
穴
式
石
室
と
い
っ
た
埋
葬
施
設

が
確
認
さ
れ
、
須す

え

き

恵
器
や
土は

じ

き

師
器
、
大た

ち刀
、
鹿ろ
っ
か
く
そ
う

角
装

刀と
う
す子

、鉄て
つ
ぞ
く鏃

、骨こ
つ
ぞ
く鏃

、ガ
ラ
ス
小
玉
な
ど
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

　

調
査　

一
九
六
七
年
の
調
査
は
、
第
二
二
号
墳
と
第

二
四
号
墳
が
対
象
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
の
正
式

な
報
告
は
な
く
、
出
土
遺
物
の
一
部
が
報
告
さ
れ
て
い

る
だ
け
で
し
た
が
、
今
回
、
ひ
た
ち
な
か
市
広
報
広
聴

課
か
ら
調
査
時
の
貴
重
な
写
真
を
提
供
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
（
左
写
真
）。
写
真
か
ら
は
、
横
穴
式
石
室
や

墳
丘
上
に
並
ん
だ
埴
輪
列
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。
第
二
二
号
墳
は
直
径
一
四
ｍ
の
円
墳
で
、
横
穴
式

石
室
を
有
し
、時
期
は
七
世
紀
前
葉
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

第
二
四
号
墳
は
直
径
一
七
ｍ
前
後
の
円
墳
と
推
定
さ

れ
、
竪
穴
式
石
室
を
有
し
、
時
期
は
六
世
紀
前
葉
と
思

わ
れ
ま
す
。
当
古
墳
か
ら
は
骨
鏃
と
い
う
貴
重
な
遺
物

が
出
土
し
て
い
ま
す
。
骨
鏃
は
、
鹿
の
中

ち
ゅ
う
そ
く
こ
つ

足
骨
や
中
ち
ゅ
う
し
ゅ手

骨こ
つ

を
素
材
と
し
て
作
ら
れ
た
鏃
や
じ
り
で
す
。
茨
城
県
内
で
も

出
土
は
希
で
、
当
古
墳
群
以
外
に
は
日
立
市
千せ
ん
ぷ
く
じ
し
た

福
寺
下

横
穴
墓
群
第
三
四
・
四
○
号
墓
や
東
海
村
白し
ら
か
た方
古
墳
群

第
七
号
墳
、
か
す
み
が
う
ら
市
大
塚
古
墳
群
第
五
号
墳

の
三
遺
跡
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
骨
鏃
は
、
鉄

神奈川県横須賀市長沢１号墳
（報告書より転載）

ワンケース・ミュージアム 33

鏃
の
長
ち
ょ
う
け
い
ぞ
く

頸
鏃
を
模
倣
し
た
形
態
で
、
六
世
紀
か
ら
七
世

紀
に
か
け
て
、
神
奈
川
県
か
ら
宮
城
県
に
か
け
て
の
太

平
洋
岸
に
主
に
分
布
し
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
海
と

の
関
連
が
考
え
ら
れ
る
遺
物
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

一
九
八
九
年
の
調
査
は
、
第
三
○
号
墳
と
第
三
三
号

墳
が
対
象
と
な
り
ま
し
た
。
帆
立
貝
形
古
墳
の
第
三
三

号
墳
の
調
査
で
は
、
く
び
れ
部
に
埋
葬
施
設
が
あ
り
、

そ
の
中
か
ら
は
幼
児
骨
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
古

墳
は
海
を
臨
み
、
墳
丘
に
は
石
が
葺ふ

か
れ
て
い
ま
す
。

同
じ
よ
う
な
古
墳
と
し
て
、
神
奈
川
県
横
須
賀
市
の

長な
が
さ
わ沢
一
号
墳
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
二
つ
の
古
墳
と
も
海

を
介
し
た
関
連
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
稲
田
健
一
）

第 22 号墳石室の調査風景

協力：大久保 隆史 氏，中三川 昇 氏，かすみがうら市教育委員会，ひたちなか市広報広聴課，横須賀市教育委員会

磯
崎
東
古
墳
群

ひ
た
ち
な
か
市
の
古
墳
を
探
る
Ⅱ

平成26年
7/19　　　　9/15
 開館時間：午前９時－午後５時（入館は午後４時30分まで）

〒312-0011　茨城県ひたちなか市中根３４９９　℡０２９－２７６－８３１１

休館日：月曜日(祝日の場合は翌日）日時

場所

入場無料
ひたちなか市埋蔵文化財調査センター

月・祝

公益財団法人　ひたちなか市生活・文化・スポーツ公社

土

１ ＣＡＳＥ ＭＵＳＥＵＭ Vol.３３

ひ
た
ち
な
か
市
の
古
墳
を
探
る
Ⅱ

磯
崎
東
古
墳
群

第 24 号墳埴輪列の調査風景

第 33 号墳

骨　鏃

磯崎東 24 号墳

大塚５号墳
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み
な
さ
ん
は
毎
年
一
一
月
の
虎
塚
石
室
の
公
開
日

に
、
壁
画
を
み
た
子
ど
も
た
ち
が
小
さ
な「
模
写
」を
し

て
い
る
の
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
今
年
で
九
回
目
と
な

る「
壁
画
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」で
あ
る
。

壁
画
を
参
加
人
数
に
合
わ
せ
て
分
割
し
、
く
じ
引
き

で
絵
を
割
り
あ
て
る
。
一
人
ひ
と
り
が
違
う
絵
を
描
く

の
だ
。
テ
ー
ブ
ル
は
事
前
に
石
室
の
壁
の
よ
う
に
配
置

し
て
あ
る
。
任
さ
れ
た
絵
の
場
所
へ
着
席
す
る
か
ら
、

お
隣
さ
ん
の
描
く
絵
が
実
際
の
壁
画
と
同
じ
よ
う
に
隣

り
合
う
。
な
ぜ
こ
こ
に
こ
の
絵
が
あ
る
の
か
、
そ
れ
を

考
え
て
も
ら
う
た
め
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
答
え
な
ど

は
な
い
。

10
㎝
角
の
凝
ぎ
ょ
う

灰か
い

岩が
ん

に
似
た
ブ
ロ
ッ
ク
を
白
い
下
地
で

整
え
た
上
に
赤
い
絵
を
描
く
の
だ
が
、
画
材
は
何
か
。

顔が
ん

料り
ょ
うと
膠こ
う

着
ち
ゃ
く

剤ざ
い

を
混
ぜ
た
も
の
を
下
地
材
、
絵
の
具

と
考
え
、
ま
ず
は
そ
れ
を
自
分
た
ち
で
作
る
こ
と
か
ら

始
め
る
。

白
い
下
地
材
は
ど
う
す
る
か
。
当
初
は
筆
者
が
用
意

し
た
白は
く

土ど

に
卵
や
膠
に
か
わ
を
加
え
て
作
っ
た
。
現
在
は
虎
塚

に
近
い
と
こ
ろ
で
採
取
し
た
風
化
凝
灰
岩
を
砕
い
て
カ

ジ
メ
の
水
溶
液
と
ま
ぜ
て
い
る
。な
ぜ
カ
ジ
メ
な
の
か
。

虎
塚
壁
画
の
材
料
分
析
の
結
果
、
卵
、
膠
は
見
当
た
ら

ず
、
海
藻
由
来
の
成
分
の
存
在
が
発
表
さ
れ
た
か
ら
で

あ
る
（
文
化
財
保
存
修
復
学
会 

二
〇
一
二
年
）。
海
藻

だ
か
ら
フ
ノ
リ
で
も
よ
い
。
固こ

着
ち
ゃ
く

力り
ょ
くは
フ
ノ
リ
の
ほ

う
が
や
や
強
い
。

赤
色
顔
料
は
最
初
、
工
業
ベ
ン
ガ
ラ
を
使
っ
た
が
、

そ
の
後
は
県
内
で
再
発
見
さ
れ
た
ベ
ン
ガ
ラ
や
、
近
く

で
採
れ
る
鉄
バ
ク
テ
リ
ア
を
焼
い
て
使
っ
て
い
る
。
こ

れ
に
カ
ジ
メ
溶
液
を
混
ぜ
て
使
う
。
こ
の
絵
の
具
で
描

い
た
も
の
は
、
実
物
よ
り
も
赤
色
の
彩
度
が
低
い
よ
う

に
感
じ
る
。
壁
画
の
赤
色
を
再
現
す
る
楽
し
み
が
ま
だ

残
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

次
は
ブ
ロ
ッ
ク
の
一
面
を
白
く
塗
っ
た
上
に
、
壁
画

の
図
面
を
見
な
が
ら
赤
色
で
絵
を
描
く
。
描
い
た
絵
に

つ
い
て
は
各
々
の
解
釈
を
発
言
し
て
も
ら
う
。
具ぐ

象
し
ょ
う

文も
ん

、
幾
何
学
文
と
い
う
言
い
回
し
や
、
研
究
者
の
見
解

を
後
に
す
る
の
は
、
そ
こ
に
筆
者
自
身
が
納
得
し
て
お

ら
ず
、
む
し
ろ
子
ど
も
た
ち
の
発
想
に
期
待
し
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。

最
後
に
、
壁
画
ブ
ロ
ッ
ク
を
持
ち
寄
っ
て
み
ん
な
で

組
み
上
げ
る
。
小
さ
な
虎
塚
石
室
の
出
来
上
が
り
で
あ

る
。子

ど
も
た
ち
は
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
楽
し
ん
で

い
る
。
だ
が
そ
こ
で
は
追
体
験
を
通
じ
て
考
え
、
発
言

し
、
共
同
作
業
が
伴
う
。
世
に
幅
を
利
か
す
自
己
完
結

的
な「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」と
の
違
い
は
そ
こ
だ
。一
方
、

材
料
を
現
地
で
求
め
る
動
き
や
、
学
会
の
研
究
成
果
が

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
変
化
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
埋
文

セ
ン
タ
ー
の
稲
田
健
一
さ
ん
、「
ふ
る
さ
と
考
古
学
」ト

ー
タ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
さ
か
い
ひ
ろ
こ
さ
ん
、

矢
野
徳
也
さ
ん
の
協
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
故

郷
の
歴
史
を
自
分
た
ち
で
考
え
る
ひ
と
と
き
を
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
と
い
う
形
で
提
供
し
た
筆
者
に
と
っ
て
、
ま

こ
と
に
喜
ば
し
い
深
化
で
あ
る
。
そ
し
て
、
深
化
こ
そ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
本
質
で
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
と
と

も
に
、「
壁
画
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」が
さ
ら
に
掘
り
進

め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
や
ま
な
い
。

府中工房　堀江武史

深化する
 「壁画のワークショップ」

組み上がった壁画 （2013.11.02）
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武田西塙遺跡の製塩土器
佐々木 義則

　ひたちなか市武田西塙遺跡から出土した筒形

の土器は、常陸国で最も新しい 10 世紀の製塩土

器です。生産された塩の一部は、こうした製塩

土器に入れられて運ばれ、日常の個別消費に用

いられたと考えられます。武田西塙遺跡の製塩

土器は、日立市北部付近か、福島県いわき市夏

井川河口付近からもたらされたと推定されます。

製塩土器内外面のようす

１　

ひ
た
ち
な
か
市
出
土
の
古
代
製
塩
土
器

　

ひ
た
ち
な
か
市
武た
け
だ
に
し
は
な
わ

田
西
塙
遺
跡
の
第
二
二
七
号
竪
穴
住

居
跡
か
ら
は
、
竃
か
ま
ど

脇
の
壁
際
あ
た
り
か
ら
製
塩
土
器
破
片

が
出
土
し
た
（
図
１
）。
時
期
は
と
も
に
出
土
し
た
土
器
か

ら
み
て
一
〇
世
紀
前
半
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
以
下
、
常

陸
国
の
製
塩
土
器
の
生
産
と
流
通
の
様
相
を
う
か
が
い
な

が
ら
、
そ
の
出
土
の
意
味
を
考
え
て
み
た
い
。

２　

常
陸
国
の
製
塩
土
器

　

土
器
で
塩
を
つ
く
る　

古
代
の
土
器
製
塩
は
、
ま
ず
海

水
を
濃
縮
し
て
鹹か
ん
す
い水

を
つ
く
り
、
次
に
土
器
に
よ
り
鹹
水

を
煮
詰
め
る
煎せ
ん
ご
う熬
に
よ
っ
て
粗あ

ら
じ
お塩
を
つ
く
る
。
そ
し
て
粗

塩
を
土
器
に
入
れ
て
焼
き
、堅か
た
し
お塩

を
つ
く
っ
た
。
し
た
が
っ

て
製
塩
土
器
と
は
煎
熬
土
器
と
堅
塩
土
器
を
指
す
。

　

煎
熬
に
よ
っ
て
塩
を
結
晶
化
す
る
と
土
器
は
も
ろ
く
な

る
た
め
、
土
器
は
生
産
地
で
破
棄
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て

消
費
地
か
ら
煎
熬
用
の
土
器
が
出
土
す
る
可
能
性
は
低
い
。

土
器
製
塩
の
実
験[

森
二
〇
〇
九]

等
を
参
考
に
す
る
と
、

煎
熬
で
で
き
た
ド
ロ
ド
ロ
な
状
態
の
粗
塩
を
、
あ
る
土
器

に
ま
と
め
て
焼
き
続
け
る
こ
と
で
、
土
器
容
量
い
っ
ぱ
い

の
堅
塩
を
つ
く
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
消
費
地

出
土
の
製
塩
土
器
は
、
容
器
い
っ
ぱ
い
の
堅
塩
を
入
れ
た

「
堅
塩
土
器
」
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

な
お
、
常
陸
国
で
は
製
塩
遺
跡
が
未
発
見
の
た
め
、
煎

熬
に
使
わ
れ
た
土
器
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、
消
費
地
出

土
の
堅
塩
土
器
に
注
ぎ
口
を
も
つ
も
の
が
あ
る
点
に
注
目

す
れ
ば
、
堅
塩
土
器
と
煎
熬
土
器
は
兼
用
品
で
あ
っ
た
可

能
性
が
あ
る
と
推
定
す
る
。

　

大
・
小
の
製
塩
土
器　

常
陸
国
内
か
ら
出
土
す
る
製
塩

土
器
は
、
口
径
一
五
～
二
〇
㎝
の
「
平ひ
ら
ば
ち
が
た

鉢
形
」
と
、
口
径

九
～
一
二
㎝
の
「
筒つ
つ
が
た形

」
の
、
大
・
小
の
製
塩
土
器
に
分

か
れ
る
（
図
２
・
３
）。
そ
の
容
量
は
平
鉢
形
が
一
・
二
～

二
・
三
ℓ
程
度
、
筒
形
が
〇
・
六
～
一
・
〇
ℓ
程
度
で
あ
り
、

平
鉢
形
・
筒
形
の
製
塩
土
器
で
は
明
ら
か
に
内
容
量
に
違

い
が
あ
る[

瓦
吹
一
九
九
八]

。

　

常
陸
国
に
お
い
て
製
塩
土
器
は
、
八
世
紀
か
ら
一
〇
世

紀
に
み
ら
れ
る
。
八
世
紀
は
平
鉢
形
が
主
体
を
占
め
る
が
、

九
世
紀
前
半
に
筒
形
が
出
現
す
る
と
大
・
小
の
製
塩
土
器

が
併
行
し
て
用
い
ら
れ
る
。
そ
し
て
一
〇
世
紀
に
は
筒
形

が
主
体
と
な
っ
て
い
く
。
つ
ま
り
、
九
世
紀
に
製
塩
土
器

は
小
型
化
す
る
と
い
え
る
。
武
田
西
塙
遺
跡
か
ら
出
土
し

た
一
〇
世
紀
の
製
塩
土
器
も
や
は
り
小
型
品
で
あ
っ
た
。

　

製
塩
土
器
小
型
化
の
意
味

　

さ
て
、
八
世
紀
の
平
鉢
形
は
、
九
世
紀
以
後
に
出
現
す

る
筒
形
よ
り
大
き
い
の
で
、
塩
づ
く
り
に
お
い
て
筒
形
よ

図 1　武田西塙遺跡第 227 号住居跡出土製塩土器

（報告書の図を加筆・訂正し，再トレース）

残存：上半部 40％，口縁部 10％

法量：推定口径 11.4㎝

色調：外面明褐色・褐色，内面褐色・口縁部灰褐色

胎土：礫（透明少量，赤色少量），骨針，黒雲母少量

技法等：外面指頭圧痕残る。内面横方向のナデ。内外面に粘土紐接合痕残

る。外面に明橙色に変色する吹きこぼれ状の痕跡が認められる。
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り
多
く
の
燃
料
を
必
要
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
大
量
に

燃
料
を
消
費
し
て
大
量
に
塩
を
生
産
す
る
や
り
方
は
、
奈

良
時
代
の
須
恵
器
生
産
と
共
通
す
る
と
い
え
る
。
目
的
と

す
る
生
産
量
を
確
保
す
る
た
め
に
、
人
員
や
物
資
を
用
意

で
き
た
の
だ
ろ
う
。
奈
良
時
代
に
そ
う
し
た
生
産
体
制
を

組
織
で
き
た
者
は
、
多
珂
郡
の
郡
領
層
か
と
思
わ
れ
る
。

　

九
世
紀
前
半
に
な
る
と
、
小
型
化
し
た
筒
形
が
出
現
す

る
。
筒
形
は
容
量
が
小
さ
く
、
平
鉢
形
よ
り
燃
料
は
少
な

く
す
む
と
考
え
ら
れ
る
。
常
陸
国
で
は
そ
の
頃
に
、
小
規

模
な
土
器
生
産
で
あ
る
土
師
器
生
産
が
開
始
さ
れ
る
。
こ

れ
と
同
様
の
動
き
が
土
器
製
塩
に
お
い
て
も
生
じ
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
平
安
時
代
に
入
っ
て
成
長
を
遂
げ
た
地
域
の

有
力
者
が
、
塩
づ
く
り
に
よ
る
利
潤
獲
得
に
乗
り
出
し
て

き
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

３　

常
陸
国
の
製
塩
遺
跡

　
日
立
市
北
部
の
塩
づ
く
り　

常
陸
国
の
製
塩
土
器
出
土

遺
跡
の
分
布
は
、
日
立
市
北
部
の
太
平
洋
沿
岸
地
域
に
集

中
し
、
そ
れ

は
宮
田
川
と

東と
う
れ
ん
つ

連
津
川
に
挟

ま
れ
た
地
域
で

あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。
そ
こ
は

古
代
常
陸
国
多

珂
郡
南
端
部
の

道
口
郷
に
あ
た

る
。
製
塩
土
器

出
土
遺
跡
が
海

図２　常陸国における製塩土器の消長

○
○

○
○

×

×

× ×
×

×

×

×

×

筒形

平鉢形

㎝
15

10

5

0 5 10 15 20 ㎝

図３　常陸国の製塩土器の法量分布
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浜
地
域
に
集
中
す
る
こ
と
か
ら
、
製
塩
遺
跡
は
近
く
の
海

辺
に
存
在
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

日
立
市
金か
な
き
ば

木
場
遺
跡
や
北
の
台
遺
跡
、
下し

も
あ
い
た

相
田
遺
跡
な

ど
、
海
に
臨
む
台
地
上
に
位
置
す
る
集
落
跡
の
脇
に
は
、

海
か
ら
入
り
込
む
小
さ
な
谷
が
あ
り
、
そ
こ
に
あ
る
程
度

の
広
さ
を
持
つ
低
地
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
海
辺
の

低
地
が
製
塩
遺
跡
と
な
る
可
能
性
は
非
常
に
高
い
。
で
は

な
ぜ
多
珂
郡
南
端
部
で
古
代
土
器
製
塩
が
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

製
塩
遺
跡
の
立
地
条
件　

製
塩
遺
跡
は
、
燃
料
と
な
る

木
材
や
、
製
塩
土
器
の
素
材
と
な
る
粘
土
の
確
保
が
重
要

で
あ
り
、
ま
た
、
原
料
と
な
る
鹹
水
を
容
易
に
入
手
で
き

る
海
浜
部
に
立
地
す
る
必
要
も
あ
っ
た
。

　

常
陸
国
で
は
、
山
が
海
に
迫
る
地
域
は
北
部
海
浜
地
域

で
あ
る
。
西
に
連
な
る
阿
武
隈
山
地
を
形
成
す
る
岩
石
は

南
北
で
大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
日
立
市
宮
田
川
付
近
か

ら
南
側
は
堆た
い
せ
き
が
ん

積
岩
類
、
北
側
は
花か

こ
う
が
ん

崗
岩
類
と
な
る
。
花
崗

岩
地
域
で
は
土
器
生
産
に
適
し
た
粘
土
が
形
成
さ
れ
る
と

思
わ
れ
る
た
め
、
宮
田
川
以
北
の
地
域
が
製
塩
土
器
製
作

に
用
い
る
粘
土
の
確
保
に
は
適
し
た
地
域
と
い
え
よ
う
。

そ
の
こ
と
は
、
当
地
域
に
所
在
す
る
明
み
ょ
う
じ
ん
ご
し

神
越
遺
跡
に
お
い

て
、
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
大
規
模
な
粘
土
採
掘
抗
が
二

基
調
査
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
ま
た
山

並
み
が
最
も
海
側
に
近
づ
く
こ
と
も
、
燃
料
と
な
る
木
材

の
確
保
に
と
っ
て
有
利
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
加
え
て
、
生
産
さ
れ
た
塩
の
流
通
路
の

存
在
に
も
注
目
し
た
い
。
片
平
雅
俊
の
研
究[

片
平

二
〇
一
三
・
二
〇
一
四]

に
よ
り
、
古
代
多
珂
郡
南
端
地
域

で
は
、
駅
路
が
海
浜
部
近
く
を
通
る
可
能
性
が
示
さ
れ
た
。

生
産
し
た
塩
を
運
び
出
す
た
め
の
陸
路
は
、
製
塩
遺
跡
の

立
地
条
件
と
し
て
重
要
と
い
え
る
。
九
世
紀
前
半
の
金
木

場
遺
跡
か
ら
は
、
牛
馬
用
と
考
え
ら
れ
る
「
子
」
型
の
焼

印
や
、「
午
う
ま
の
い
え家

」
墨
書
土
器
が
出
土
し
た
。
焼
印
に
つ
い
て

猪
狩
俊
哉
は
、
地
方
の
有
力
者
の
私
的
な
牧ま
き

で
用
い
ら
れ

た
可
能
性
を
指
摘
す
る[

猪
狩
二
〇
一
四]

。
牛
馬
の
飼
育

に
塩
を
必
要
と
す
る
こ
と
も
、
塩
生
産
地
付
近
に
牧
が
設

置
さ
れ
た
理
由
で
あ
ろ
う
。
塩
の
運
搬
に
際
し
て
、
牧
で

飼
育
す
る
牛
馬
を
利
用
し
た
可
能
性
も
考
え
た
い
。

４　

製
塩
土
器
の
流
通

　

製
塩
土
器
の
分
布　

常
陸
国
の
製
塩
土
器
は
、
日
立
市

北
部
に
七
遺
跡
が
集
中
し
（
図
４
の
２
・
３
・
４
）、
そ
の
ほ

か
で
は
常
陸
国
北
端
部
に
二
遺
跡
、
那
珂
川
下
流
域
に
一

遺
跡
、
常
陸
国
府
周
辺
に
二
遺
跡
を
認

め
る
に
す
ぎ
な
い
。
今
後
出
土
遺
物
の

再
検
討
が
進
め
ば
遺
跡
数
は
増
加
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
日

立
市
域
か
ら
の
出
土
量
の
多
さ
は
変
わ

ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
津
野
仁
は
、

内
陸
部
の
下
野
国
で
多
く
の
製
塩
土
器

を
確
認
し
た[

津
野
二
〇
〇
六]

が
、

こ
れ
は
常
陸
国
の
塩
の
流
通
を
考
え
る

う
え
で
も
重
要
で
あ
る
。
下
野
国
の
製

塩
土
器
は
、
常
陸
国
の
製
塩
土
器
と
共

通
す
る
平
鉢
形
や
筒
形
が
多
く
、
し
か

も
胎
土
中
に
骨こ
っ
し
ん針

を
含
む
点
も
共
通
す

る
。こ
れ
は
津
野
が
指
摘
す
る
と
お
り
、

下
野
国
の
製
塩
土
器
の
多
く
が
、
常
陸
国
か
ら
運
ば
れ
た

か
ら
で
あ
ろ
う[

津
野
二
〇
〇
六
・
二
〇
〇
八]

。
ま
た
下

野
国
で
は
、
免め
ん
の
う
ち
だ
い

の
内
台
遺
跡
や
多た

こ
う
み
な
み
は
ら

功
南
原
遺
跡
と
い
っ
た

拠
点
的
集
落
で
多
数
出
土
す
る
点
も
、
製
塩
土
器
の
流
通

を
考
え
る
う
え
で
注
目
で
き
る
。
他
の
物
品
同
様
、
購
入

に
は
そ
れ
な
り
の
財
力
を
必
要
と
し
た
こ
と
を
示
す
も
の

と
い
え
よ
う
。

　

な
ぜ
土
器
に
入
れ
て
塩
を
運
ぶ
の
か　

常
陸
国
・
下
野

国
に
お
け
る
製
塩
土
器
の
出
土
数
は
、
当
時
利
用
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
塩
の
全
体
量
と
し
て
は
あ
ま
り
に
も
少
な

く
、
生
産
さ
れ
た
塩
の
ご
く
一
部
に
す
ぎ
な
い
と
み
る
の

が
妥
当
で
あ
る
。
塩
の
み
を
籠
な
ど
に
入
れ
て
流
通
さ
せ

た
ほ
う
が
、 

大
量
運
搬
に
は
有
利
で
あ
っ
た
と
も
い
わ
れ

●1

●2●3●
4

●5

●6

●7●8

●9

●10
●11 ●12

●
13

14●
15●

16●

17●

18●

19●
20●

21●
22● 23

● 24●
25●

26●

27●

常陸国府

下野国府

0 50km

遺跡名
1：叶南前B，古屋敷　2：横内　3：豊後原，下相田，立下，北の台，金木場　4：鶴子　5：天神後
6：武田西塙　7：竹原城　8：鹿の子C　9：山苗代A　10：免の内台　11：グシ内南　
12：彦七新田，寺平　13：砂田　14：一本松　15：多功南原　16：新開，中井2号,下野国分尼寺　
17：八幡根東　18：金山　19：西刑部西原　20：宮の内B　21：大谷　22：石坂　
23：小茶円，荒田目，砂畑　24：夏井廃寺　25：薄磯　26：岸　27:上ノ内

図 4　製塩土器の分布
（国土地理院平成 19 年発行 400 万分の 1図使用，赤線は古代の主要道）
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る[

馬
場
二
〇
一
三
、
羽
鳥
二
〇
一
三]

。

　

で
は
な
ぜ
、
重
い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
土
器
入
り
の

堅
塩
が
流
通
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
土

器
入
り
と
い
う
こ
と
に
、
交
易
者
と
消
費
者
の
双
方
に
利

点
が
あ
っ
た
か
ら
と
思
わ
れ
る
。
交
易
者
側
の
利
点
と
し

て
は
、
梱
包
の
手
間
を
省
い
た
商
品
と
い
う
こ
と
で
あ
る

[

大
久
保
二
〇
一
三]

。
い
っ
ぽ
う
消
費
者
側
の
利
点
は
、

塩
が
空
気
中
の
水
分
を
吸
収
し
て
湿
気
を
帯
び
て
し
ま
う

「
潮
ち
ょ
う
か
い解

」
に
対
し
、
土
器
の
吸
湿
性
に
よ
り
利
便
性
が
生
じ

る
こ
と
で
あ
る[

神
野
二
〇
一
三]
。
長
期
保
存
が
き
い

て
再
梱
包
の
必
要
も
な
い
土
器
入
り
塩
は
、「
日
常
の
個
別

的
な
消
費
用
の
塩
」[

大
久
保
二
〇
一
三]

と
し
て
、
交
易

者
と
消
費
者
の
双
方
に
と
っ
て
都
合
の
よ
い
商
品
で
あ
っ

た
の
で
あ
る
。
一
般
的
に
は
籠
な
ど
に
入
れ
ら
れ
た
堅
塩

が
大
量
に
流
通
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
土
器
入
り

塩
は
こ
う
し
た
利
用
と
は
異
な
り
、
市
場
で
常
備
用
の
塩

を
少
量
だ
け
売
買
す
る
際
な
ど
に
は
、
と
て
も
扱
い
や
す

い
存
在
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
理
由
か
ら
、

重
い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
下
野
国
の
よ
う
な
比
較
的
遠

方
に
も
流
通
す
る
も
の
が
現
れ
た
の
だ
と
想
定
し
た
い
。

５　

武
田
西
塙
遺
跡
の
塩
の
生
産
地

　

そ
れ
で
は
武
田
西
塙
遺
跡
の
堅
塩
土
器
の
故
地
を
考
え

て
み
よ
う
。
ま
ず
は
常
陸
国
の
塩
づ
く
り
の
中
心
地
で
あ

る
日
立
市
北
部
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
土
器

の
形
状
を
詳
細
に
み
る
と
、
小
型
筒
形
で
は
あ
る
が
、
や

や
厚
手
で
口
が
開
き
気
味
で
あ
り
、
現
在
知
ら
れ
て
い
る

日
立
市
北
部
の
製
塩
土
器
と
は
形
状
が
や
や
異
な
る
点
が

気
に
な
る
（
図
２
）。
そ
こ
で
周
辺
の
地
域
で
類
似
資
料
を

探
す
と
、
福
島
県
い
わ
き
市
の
夏
井
川
河
口
付
近
に
分
布

す
る
製
塩
土
器
が
目
に
留
ま
る
。
胎
土
中
に
黒
雲
母
を
含

む
点
も
共
通
し
て
い
る
。
下
野
国
の
資
料
中
に
も
、
夏
井

川
河
口
付
近
か
ら
運
ば
れ
て
き
た
可
能
性
の
あ
る
製
塩
土

器
（
彦ひ
こ
し
ち
し
ん
で
ん

七
新
田
遺
跡
二
区
六
住
六
）
が
あ
る
の
で
、
武
田

西
塙
遺
跡
の
製
塩
土
器
が
夏
井
川
河
口
付
近
産
に
な
る
こ

と
も
検
討
の
余
地
は
あ
ろ
う
。
現
在
の
と
こ
ろ
判
断
が
つ
き

か
ね
て
い
る
が
、
も
し
今
後
の
検
討
に
よ
り
一
〇
世
紀
前
半

の
夏
井
川
河
口
付
近
産
と
推
定
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
こ
ろ
常

陸
国
で
は
土
器
製
塩
が
終
わ
り
を
迎
え
て
い
た
た
め
、
土

器
製
塩
が
行
わ
れ
て
い
た
陸
奥
国
磐
城
郡
か
ら
土
器
入
り

堅
塩
が
も
た
ら
さ
れ
た
、と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
九
世
紀
中
頃
の
常
陸
国
で
は
、
大
洗
地
域
で

の
塩
づ
く
り
が
文
献
（『
日に
ほ
ん
も
ん
と
く
て
ん
の
う
じ
つ
ろ
く

本
文
徳
天
皇
実
録
』）
で
知
ら

れ
る
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
近
世
へ
と
続
く
塩
づ
く
り
が
鹿
島

灘
で
始
ま
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
土
器
製
塩
で
は

な
く
、
塩
釜
（
鉄
釜
・
土
釜
）
に
よ
る
塩
づ
く
り
で
あ
っ

た
可
能
性
が
あ
り
、
こ
う
し
た
動
き
が
土
器
製
塩
に
終
わ

り
を
告
げ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

　

本
稿
作
成
に
あ
た
り
、
津
野
仁
氏
、
川
又
清
明
氏
、
片
平
雅
俊
氏
、
塚
本
師
也
氏
、

亀
田
幸
久
氏
、
猪
狩
俊
哉
氏
、
鈴
木
素
行
氏
、
稲
田
健
一
氏
、
と
ち
ぎ
未
来
づ
く

り
財
団
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、
日
立
市
郷
土
博
物
館
よ
り
、
多
く
の
ご
指
導
・

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

参
考
文
献

瓦
吹
堅
一
九
九
八
「
常
陸
の
古
代
製
塩
土
器
覚
書
」『
史
峰
』
二
四
、
津
野
仁

二
〇
〇
六
「
栃
木
県
出
土
の
古
代
製
塩
土
器
に
つ
い
て
」『
栃
木
生
涯
学
習
文
化
財

団
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
第
一
四
号
、
津
野
仁
二
〇
〇
八
「
栃
木
県

と
周
辺
の
古
代
製
塩
土
器
」『
山
梨
県
考
古
学
協
会
二
〇
〇
七
年
度
研
究
集
会
』、

川
又
清
明
二
〇
一
四
「
茨
城
県
に
お
け
る
古
代
の
製
塩
土
器
集
成
」『
茨
城
県
立
歴

史
館
報
』第
四
一
号
、森
泰
通
二
〇
〇
九「
コ
ラ
ム
①
古
代
の
塩
を
作
っ
て
み
た
」『
塩

の
歴
史
と
民
俗
』
豊
田
市
教
育
委
員
会
、
吉
川
明
宏
一
九
九
〇
『
一
般
国
道
六
号

(

日
立
バ
イ
パ
ス)

改
築
工
事
地
内
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
』茨
城
県
教
育
財
団
、

片
平
雅
俊
二
〇
一
三
「
駅
路
が
存
在
」
二
〇
一
四
「
続
・
駅
路
が
存
在
」『
茨
城
県

考
古
学
協
会
誌
』
第
二
五
・
二
六
号
、
猪
狩
俊
哉
二
〇
一
四
「
資
料
紹
介　

金
木
場

遺
跡
「
子
」
型
の
焼
印
」『
市
民
と
博
物
館
』
一
一
〇　

日
立
市
郷
土
博
物
館
、
馬

場
基
二
〇
一
三
「
文
献
資
料
か
ら
み
た
古
代
の
塩
」、
羽
鳥
幸
一
二
〇
一
三
「
瀬
戸

内
の
製
塩
と
流
通
に
つ
い
て
」、
神
野
恵
二
〇
一
三
「
都
城
の
製
塩
土
器
」『
塩
の

生
産
・
流
通
と
官
衙
・
集
落
』、
大
久
保
徹
也
に
よ
る
討
論
の
発
言
（『
塩
の
生
産
・

流
通
と
官
衙
・
集
落
』）、千
田
一
志
二
〇
一
四
「
製
塩
関
連
遺
構
と
筒
形
土
器
」『
震

災
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業
地
内
試
掘
調
査
報
告
二
（
薄
磯
地
区
）』
い
わ
き
市
教

育
文
化
事
業
団

図 5　いわき市夏井廃寺跡

8号土坑出土製塩土器

（千田 2014 より）
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13　

ト
リ
カ
ブ
ト

　

震
災
の
あ
っ
た
二
○
一
一
年
秋
、
虎
塚
古
墳
の
山
林
で
珍
し
い
花

に
出
会
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
今
回
ご
紹
介
す
る
ト
リ
カ
ブ
ト
（
鳥
兜
）

で
す
。
こ
の
花
は
、
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
ト
リ
カ
ブ
ト
属
の
植
物
で
、
高

さ
は
九
○
㎝
ほ
ど
に
な
る
多
年
草
で
す
。
花
は
青
紫
色
の
か
な
り
変

わ
っ
た
構
造
で
、
枝
先
に
房
状
に
つ
き
ま
す
。
名
前
は
、
こ
の
花
の

形
が
、
昔
の
装
束
の
被
り
物
「
烏
帽
子
」
に
似
て
い
る
か
ら
と
か
、

雅
楽
の
舞
に
用
い
る
鳳
凰
の
頭
を
か
た
ど
っ
た
冠
に
似
て
い
る
か

ら
、
そ
の
名
が
つ
い
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
葉
は
三
～
五
つ
に
裂
け
、

ギ
ザ
ギ
ザ
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
植
物
は
皆
さ
ん
も
ご
存
じ
の
と
お
り
猛
毒
で
有
名
な
植
物
な

の
で
、
見
つ

け
た
場
所
は

秘
密
に
し
て

お
き
ま
し
ょ

う
。
し
か
し
、

上
手
に
加
工

す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
薬

と
し
て
も
使

用
さ
れ
た
よ

う
で
す
。　

（
稲
田
健
一
）

2011.11.1

４
月

3
-
6

虎
塚
古
墳
一
般
公
開
／4
大
安
場

史
跡
公
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
見
学
／

ひ
た
ち
な
か
市
新
人
研
修
／1

3

水
戸

市
内
原
小
学
校
へ
資
料
貸
出
【
井
上
資
料
縄

文
土
器
ほ
か
】
／1

5
-
1
7

十
五
郎
穴
横
穴
墓

群
試
掘
調
査
／1

5
-
2
4

三
反
田
下
高
井

遺
跡
試
掘
調
査
／1

6
-
2
4

堀
口
遺
跡
試

掘
調
査
／1

7

大
橋
泰
夫
氏（
島
根
大
学
）資

料
調
査【
原
の
寺
遺
跡
出
土
瓦
】

2
0

水
戸
市
内
原
小
学
校
よ
り
資
料
返

却
／
杉
山
貴
子
氏（
筑
波
大
学
学
生
）
資
料
見

学【
武
田
遺
跡
群
艦
砲
射
撃
関
連
資
料
】

５
月

2

津
田
小
学
校
6
年
生
社
会
科
見
学　

8

近
藤
裕
子
氏
よ
り
資
料
寄
贈
【
遠
原
遺

跡
縄
文
土
器
片
ほ
か
】
／8

-
1
3

小
砂
遺
跡
／

8
-
1
4

津
田
若
宮
遺
跡
／8

-
1
6

枯
松
戸

遺
跡
試
掘
調
査
／1

0

藤
岡
土
器
は
に

わ
友
の
会
見
学
／1

1

第
11
回
企
画
展

「
常
陸
国
の
須
恵
器
生
産
」終
了
／
ワ
ン

ケ
ー
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
31
「
絵
に
な
る

埴
輪
」
終
了
／
東
北
芸
術
工
科
大
学
長

井
ゼ
ミ
研
修
／1

4

那
珂
市
菅
谷
西
小

学
校
6
年
生
社
会
科
見
学

1
4

大
子
町
立
上
小
川
小
学
校
5
・
6

年
生
見
学
／
多
元
的
古
代
研
究
会
見
学

／1
6

遺
跡
め
ぐ
り
／1

7

ワ
ン
ケ
ー
ス

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
32
「
遠
原
貝
塚
の
貝
塚
」

開
始
／2

0
-
2
3

西
並
木
下
遺
跡
試
掘
調

査
／23

中
根
小
学
校
3
年
生
社
会
科

見
学
／28

龍
ヶ
崎
陶
芸
ク
ラ
ブ
見
学

／29

中
根
小
学
校
6
年
生
社
会
科
見

学

30

高
齢
者
は
つ
ら
つ
百
人
委
員
会
見

学
／
市
観
光
振
興
課
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
研
修
会
見
学

６
月

5

佐
野
小
学
校
6
年
生
社
会
科
見
学
／

10

那
珂
湊
第
三
小
学
校
6
年
生
社
会

科
見
学
／10-13

市
毛
上
坪
遺
跡
試
掘

調
査
／10-17

赤
坂
遺
跡
試
掘
調
査
／

13

枝
川
小
学
校
出
前
授
業
【
歴
史
講
座
】
／

17

外
野
小
学
校
3
年
生
社
会
科
見
学

17

田
名
向
原
遺
跡
案
内
普
及
事
業
委

員
会
見
学
／18

大
和
田
恵
子
氏
よ
り

資
料
寄
贈
【
君
ヶ
台
遺
跡
採
集
土
偶
ほ
か
市
内
外
採

集
遺
物
】／20

早
川
麗
司
氏
資
料
調
査【
武

田
遺
跡
群
土
器
ほ
か
】
／22

茨
城
町
赤
坂
区

19



　

編
集
後
記
の　

笑
う
埴
輪

　

秋
号
表
紙
の
定
番｢

女
子
大
生
と
装
身
具｣

シ
リ
ー

ズ
は
、
そ
の
座
を｢

入
館
者
一
五
万
人｣

に
譲
る
こ
と

に
な
っ
た
。
遠と

お
ば
ら原

貝
塚
の
小
玉
（
７
頁
）
と
大
き
さ
を

比
較
す
る
た
め
に
、
イ
モ
ガ
イ
、
マ
ガ
キ
ガ
イ
の
貝
殻

で
製
作
さ
れ
た
三み

反た
ん

田だ

蜆し
い
づ
か塚

貝
塚
出
土
の
環
状
垂
飾
を

用
い
て
、｢

女
子
大
生
と
装
身
具｣

は
既
に
撮
影
を
完

了
し
て
い
た
。
秋
号
は
女
性
、
春
号
は
男
性
と
い
う
表

紙
写
真
の
順
番
も
崩
す
こ
と
に
な
る
決
め
手
は
、

｢

一
四
九
九
九
九
人
目
の
入
館
者｣

（
８
頁
）
で
あ
っ
た
。

　

一
五
万
人
目
の
入
館
者
を
迎
え
る
日
は
、
カ
ウ
ン
ト

ダ
ウ
ン
を
聞
き
な
が
ら
待
機
し
て
い
る
と
、
あ
と
二
人

と
い
う
と
こ
ろ
に
、
親
子
連
れ
が
入
館
し
て
き
た
。
厳

密
な
前
後
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
な
場
合
、
親
が
子

に｢

入
館
者
一
五
万
人｣

を
譲
る
の
が
事
の
成
り
行
き

と
い
う
も
の
だ
。
話
を
聞
い
て
み
れ
ば
、
当
日
に
開
催

し
て
い
た｢

ふ
る
さ
と
考
古
学｣

を
兄
が
受
講
し
て
い

て
、
迎
え
に
来
た
父
に
付
き
そ
い
埴
輪
が
好
き
で
観
て

い
た
と
い
う
。
記
念
品
に
は
馬
形
埴
輪
の
置
物
を
入
れ

て
あ
っ
た
か
ら
、
贈
り
手
ま
で
嬉
し
く
さ
せ
る
廻
り
合

わ
せ
と
な
っ
た
。

　

後
日
に
、｢

一
四
九
九

九
九
人
目
の
入
館
者｣

の
写
真
も
掲
載
し
た

い
と
、
撮
影
の
状
況

設
定
を
説
明
し
て
依

頼
し
た
と
こ
ろ
、
あ
っ

さ
り
と
承
諾
を
い
た

だ
い
た
。
さ
す
が
に

無
精
ひ
げ
を
伸
ば
し

て
く
れ
と
ま
で
は
言

え
な
か
っ
た
。
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生
涯
学
習
移
動
教
室
／2

5

勝
倉
若
宮

遺
跡
試
掘
調
査
開
始
／2

5

鉾
田
市
旭

東
小
学
校
6
年
生
社
会
科
見
学

７
月

1

高
野
小
学
校
6
年
生
社
会
科
見
学
／

1
-
3

津
田
若
宮
遺
跡
試
掘
調
査
／2

橋

本
勝
雄
氏（
千
葉
県
教
育
振
興
財
団
）資
料
調
査

【
差
渋
遺
跡
ほ
か
槍
先
形
尖
頭
器
】／6

ワ
ン
ケ
ー

ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
32
終
了
／1

0

田
彦

小
学
校
３
年
生
社
会
科
見
学
／1

1

平

磯
小
学
校
6
年
生
社
会
科
見
学
／
勝
倉

若
宮
遺
跡
試
掘
調
査
終
了

1
2

博
物
館
実
習
施
設
見
学
（
茨
城
キ
リ
ス
ト

教
大
学
）
／1

9

ワ
ン
ケ
ー
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
33
「
ひ
た
ち
な
か
市
の
古
墳
を
探
る

Ⅱ
磯
崎
東
古
墳
群
」開
始
／2

0

ふ
る
さ

と
考
古
学
①「
楽
し
い
考
古
学
」（
講
師
・

さ
か
い
ひ
ろ
こ
氏
）／2
1

ふ
る
さ
と
考

古
学
②「
ち
ょ
っ
と
昔
を
体
験
」（
講
師
・

さ
か
い
ひ
ろ
こ
氏
）

2
1

祝
・
入
館
者
数
一
五
万
人
達
成

2
7

ふ
る
さ
と
考
古
学
③
「
ド
キ
ド
キ
土

器
と
の
出
会
い
」（
講
師
・
さ
か
い
ひ
ろ

こ
氏
）

８
月

3

ふ
る
さ
と
考
古
学
④
「
ヒ
ト
と
石
と

の
関
係
」（
講
師
・
柴
田
徹
氏
）
／6

ひ

た
ち
な
か
市
若
手
教
員
初
任
者
研
修
／

7

ひ
た
ち
な
か
市
図
書
館
団
体
見
学
／

1
0

ふ
る
さ
と
考
古
学
⑤
「
貝
塚
の
考
古

学
１
」（
中
村
哲
也
氏
）
／1

9
-
22

佐
野

中
学
校
2
年
生
職
場
体
験
／
市
毛
下
坪

遺
跡
試
掘
調
査
／2

0

夏
休
み
の
宿
題

2
6

国
府
田
良
樹
氏
（
茨
城
県
立
自
然
博
物
館
）

資
料
調
査
【
後
野
遺
跡
細
石
刃
ほ
か
】
／26-31

博
物
館
実
習（
茨
城
大
学
・
筑
波
大
学
）

3
0

ふ
る
さ
と
考
古
学
⑥
「
貝
塚
の
考
古

学
２
」（
講
師
・
黒
住
耐
二
氏
）／31

ふ

る
さ
と
考
古
学
⑦「
貝
塚
の
考
古
学
３
」

（
講
師
・
小
宮
孟
氏
）

９
月

5

み
ど
り
市
岩
宿
博
物
館
第
58
回
企
画

展「
石
器
が
語
る
時
代
の
変
化
」へ
資
料

貸
出
【
後
野
A
遺
跡
無
文
土
器
ほ
か
】
／9

滋
賀

県
立
安
土
城
考
古
博
物
館
平
成
26
年
度

秋
季
特
別
展「
造
形
衝
動
の
一
万
年
」へ

資
料
貸
出
【
三
反
田
蜆
塚
貝
塚
ハ
ー
ト
形
土
偶
】
／

11

水
彩
サ
ー
ク
ル
遊
画
資
料
写
生
／

13

骨
格
標
本
用
タ
ヌ
キ
採
取（
市
内
長
者
ヶ

谷
津
）
／14

ふ
る
さ
と
考
古
学
⑧
「
土
器

の
考
古
学
１
」（
講
師
・
綿
引
逸
雄
氏
）

15

ワ
ン
ケ
ー
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
33
終

了
／21

骨
格
標
本
用
タ
ヌ
キ
採
取
（
市

内
中
根
君
ヶ
台
）／25

水
彩
サ
ー
ク
ル
遊
画

資
料
写
生
／27

ワ
ン
ケ
ー
ス
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
34
「
日
立
か
ら
き
た
砥
石
」開
始

月
開館

日数

個人 団体 計

（人）（団体） （人）（人）
4 月 26 660 3  (0) 90      (0) 750
5 月 27 298 14  (4) 515 (249) 813
6 月 25 244 7  (4) 479 (414) 723
7 月 27 182 8  (2) 417 (276) 599
8 月 27 271 14  (4) 212   (21) 483
9 月 25 208 4  (0) 57     (0) 265
合計 157 1863 50(12) 1770(960) 3633

入館者状況（2014.4.1. ～ 2014.9.30）

（）内は学校数
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